
1 大平町地域協議会だより

2013年5月  第26号

会
長
就
任
あ
い
さ
つ

★大平町地域協議会だよりは、市のホームページにも掲載しております。

　
新
た
な
年
度
を
迎
え
、
地
域
協
議
会
委
員
の
改
選

が
行
わ
れ
て
引
き
続
き
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。
加
え
て
、

再
度
会
長
職
の
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
、
改
め
て
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　
過
去
３
年
間
の
体
験
を
通
し
て
確
か
め
ら
れ
た
重
要

な
答
え
は
、
合
併
の
後
に
限
り
な
く
拡
大
す
る
自
治
体

に
よ
り
進
め
ら
れ
る
合
理
化
、
均
一
化
の
流
れ
の
中
で

も
、
地
域
の
住
民
が
行
政
と
深
く
関
わ
り
、
自
ら
の
地

域
の
問
題
に
気
づ
き
解
決
し
て
い
く
仕
組
み
と
そ
の
努

力
は
、
必
ず
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
地
域
協
議
会

は
市
行
政
に
対
し
て
の
圧
力
団
体
組
織
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
大
平
町
地
域
協
議
会
が
提
出
し
た
様
々
な
意
見
や

要
望
は
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
ら
れ
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
一
方
、
行
政
の
中
枢
の
思
考
や
方
向
と
必
ず
し
も
一

致
し
な
い
も
の
が
存
在
す
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
そ
の

溝
を
埋
め
て
い
く
た
め
に
、
地
域
「
大
平
」
の
意
志
や

考
え
方
を
集
め
て
市
政
に
反
映
し
な
が
ら
、
一
体
と
し

て
の
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
く
努
力
も
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
大
変
難
し
い
役
目
が
私
た
ち
に
は
課
せ
ら
れ
て
お
り

ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
知
恵
と
情
報
と
お
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
大
平
地
域
の
将
来
を
見
据
え
て
委
員

一
同
一
生
懸
命
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
改
め
ま
し
て
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

地域協議会だより地域協議会だより

４月８日（月）、保健福祉センターにおいて、
委嘱状交付式が行われ、新たに１５名の地
域協議会委員が選任されました。
（鈴木市長から委嘱状を受けとる委員）

会
　
長

　
柴
田
　
保
男
（
学
識
経
験
者
）
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都
市
交
通
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン（
案
）

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

【
都
市
建
設
部
都
市
計
画
課
】

《
意
見
聴
取
事
項
》

【
本
市
の
特
性
か
ら
見
た
課
題
】

　
・
都
市
計
画
道
路
整
備
の
遅
れ

　
・
栃
木
大
通
り
への
大
型
車
の
侵
入

　
・
鉄
道
利
用
者
の
減
少

　
・
高
い
自
動
車
依
存　
な
ど

【
課
題
克
服
の
た
め
の
政
策
目
標
】

　
①
拠
点
の
育
成
と
連
携

　
②
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
への
転
換

　
③
雇
用
の
場
の
創
出
に
よ
る
地
域
活
力

　
　
増
進

　
④
観
光
資
源
を
活
用
し
た
交
流
人
口
の

　
　
増
加

【
個
別
計
画・施
策
の
検
討
】

　
①
市
街
地
中
心
部
交
通
計
画

　
・
栃
木
大
通
り
に
お
け
る
通
過
交
通
の

　
　
抑
制

　
・
中
心
部
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
ゾ
ー
ン
の
形
成

　
・
自
転
車
レ
ー
ン
の
設
置
と
一
方
通
行

　
　
化
の
検
討

　
②
駅
周
辺
整
備
計
画

　
・
栃
木
駅
と
新
栃
木
駅
を
除
く
８
駅

　
　
の
駅
前
広
場
整
備
計
画
案
を
作
成

地
域
協
議
会
と
し
て
の
意
見

原
案
の
と
お
り
、了
承
す
る
。

平
成
24
年
度（
3
月
21
日
）

 

第
12
回
大
平
町
地
域
協
議
会

地
域
協
議
会
委
員
の
紹
介

　
地
域
協
議
会
は
、地
域
自
治
区
の
区

域
内
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、公
共
的

団
体
等
が
推
薦
す
る
方（
９
人
）、学
識

経
験
を
有
す
る
方（
３
人
）、公
募
に
応

じ
た
方（
３
人
）の
計
15
人
の
委
員
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
前
委
員
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
新
た
に
委
員
に
選
任
さ
れ
た
皆

さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
会
長
は
表
紙

に
掲
載
）

　
委
員
の
任
期
は
平
成
27
年
３
月
31
日

ま
で
で
す
。　
　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

副
会
長

　
赤
澤
　
美
智
子

　
　
　（
学
識
経
験
者
）

　
阿
部
　
勝
彦

　
　
　（
学
識
経
験
者
）

　
尾
花
　
隆
男

　
　
　（
団
体
推
薦
）

　
伊
藤
　
宏
幸

　
　
　（
団
体
推
薦
）

　
柏
倉
　
昭
夫

　
　
　（
団
体
推
薦
）

　
河
田
　
公
美

　
　
　（
団
体
推
薦
）

　
川
田
　
匡
男

　
　
　（
団
体
推
薦
）

　
佐
山
　
幸
子

　
　
　（
団
体
推
薦
）

　
山
田
　
勝
三

　
　
　（
団
体
推
薦
）

　
小
林
　
明
彦

　
　
　（ 

公
　
募 

）

　
中
島
　
豊
和

　
　
　（
団
体
推
薦
）

　
柳
田
　
和
子

　
　
　（
団
体
推
薦
）

　
高
際
　
悦
子

　
　
　（ 

公
　
募 

）

　
富
山
　
勝
也

　
　
　（ 
公
　
募 

）
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指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

【
総
務
部
総
務
課
】

《
報
告
事
項
》

大
平
町
地
域
協
議
会
か
ら
提
出
さ
れ
た

意
見
書
に
対
す
る
市
の
回
答
書
に
つ
い
て

　
　
【
総
合
政
策
部
地
域
ま
ち
づ
く
り
課
】

◇
目
的

　
民
間
活
力
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
と
同
時

　
に
、効
率
的
な
管
理
運
営
に
よ
る
経
費

　
縮
減
を
図
り
ま
す
。

◇
本
市
の
導
入
状
況

　
34
施
設（
24
年
度
）

◇
導
入
施
設

　
大
平
運
動
公
園
及
び
大
平
文
化
会
館

◇
導
入
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
平
成
26
年
４
月
か
ら
管
理
開
始

地
域
協
議
会
と
し
て
の
意
見

①
大
平
運
動
公
園
への
指
定
管
理
者
制
度

　
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、地
域
の
独
自
性

　
を
活
か
し
た
施
設
運
営
や
き
め
細
か
な

　
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
同
種
施

　
設
一
括
導
入
で
は
な
く
、個
別
の
施
設
ご

　
と
の
導
入
を
要
望
し
ま
す
。

②
大
平
文
化
会
館
を
利
用
す
る
方
の
意

　
見
を
反
映
す
る
た
め
の
組
織（
利
用
者

　
運
営
協
議
会
な
ど
）の
設
置
に
あ
た
っ

　
て
は
、市
と
し
て一
元
化
し
た
大
き
な
組

　
織
で
は
な
く
、施
設
別
に
地
域
密
着
型

　
の
組
織
設
置
を
要
望
し
ま
す
。

　
　
な
お
、大
平
運
動
公
園
に
つ
い
て
も
、

　
一
括
管
理
に
な
っ
た
場
合
に
は
、同
様
の

　
対
応
を
要
望
し
ま
す
。

③「
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
落
と
す
こ
と
な
く
、

　
き
め
細
か
な
対
応
が
出
来
る
」点
に
主

　
眼
を
置
い
た
選
定
を
要
望
し
ま
す
。

１
．
各
小
中
学
校
予
算
の
か
さ
上
げ

２
．
電
子
黒
板
や
大
型
テ
レ
ビ
の
設
置

　
　
等
Ｉ
Ｔ
教
育
の
推
進

３
．
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進

４
．
高
木
剪
定
・
遊
具
等
の
危
険
個
所

　
　
改
善

回
答　

１
．
小
中
学
校
へ
の
配
当
予
算
に
つ
い

　
て
は
、
算
出
基
礎
の
統
一
等
の
再
編

　
を
行
う
と
と
も
に
、
学
校
行
事
や
ク

　
ラ
ブ
活
動
の
状
況
に
応
じ
て
活
用
可

　
能
な
「
学
校
行
事
等
交
付
金
」
、
学

　
校
長
の
裁
量
で
予
算
編
成
を
行
う「
総

　
額
裁
量
制
」な
ど
、教
育
現
場
の
実
情

　
に
応
じ
た
仕
組
み
を
導
入
し
て
お
り

　
ま
す
。

　
　
引
き
続
き
配
分
基
礎
や
執
行
ル
ー

　
ル
の
見
直
し
を
行
い
、
予
算
配
分
の

　
最
適
化
を
図
る
と
と
も
に
、
教
育
予

　
算
の
確
保
に
注
力
し
て
ま
い
り
た
い

　
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

２
． 

Ⅰ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
「
教
育
の
情 

　
報
化
」
に
つ
い
て
は
、
学
校
に
配
備

　
し
て
い
る
機
器
の
入
替
に
合
わ
せ
て

　
順
次
構
成
を
見
直
す
と
と
も
に
、
教

　
育
課
程
や
国
の
整
備
指
針
等
を
確
認

　
し
な
が
ら
、
計
画
的
に
進
め
て
ま
い

　
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

３
．
地
域
の
き
ず
な
で
子
ど
も
を
育
て

　
る
「
と
ち
ぎ
未
来
ア
シ
ス
ト
ネ
ッ
ト
」

　
の
取
組
を
活
用
し
な
が
ら
、
地
域
に

　
開
か
れ
た
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り

　
を
目
指
し
て
、
活
力
に
満
ち
た
特
色
あ

　
る
教
育
の
更
な
る
推
進
に
取
り
組
ん

　
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

４
． 

樹
木
や
遊
具
の
管
理・修
繕
に
つ
い
て

　
は
、学
校
個
別
の
状
況
と
全
体
の
バ
ラ
ン

　
ス
を
考
慮
し
な
が
ら
対
応
す
る
必
要
が

　
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
日
ご
ろ
の
巡
視
や
点
検
を
通
し
て
状

　
況
の
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、そ
の
改

　
善
に
要
す
る
予
算
に
つ
い
て
は
、各
校
に

　
共
通
す
る
経
費
と
し
て
教
育
委
員
会
で

　
確
保
す
る
な
ど
、効
率
的
か
つ
効
果
的

　
に
執
行
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
ま
い
り

　
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
24
年
９
月
１
日
に
本
協
議
会
が

提
出
し
た
意
見
書
に
対
す
る
市
の
回
答

書
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

大
平
地
域
内
の
水
害
対
策
に
つ
い
て

意
見　
台
風
等
の
大
雨
時
に
地
域
住
民

を
悩
ま
せ
る
川
連
・
牛
久
地
内
の
水
害

に
関
し
て
、
し
っ
か
り
と
し
た
専
門
的

調
査
を
行
い
、
客
観
的
な
デ
ー
タ
に
基

づ
く
整
備
計
画
を
作
成
の
う
え
で
、
抜

本
的
な
被
害
防
止
対
策
を
講
じ
る
こ
と

を
要
望
す
る
。

回
答　
こ
の
区
域
の
流
域
全
体
を
調
査

し
て
諸
問
題
を
抽
出
し
、
雨
水
排
水
対

策
の
整
備
計
画
を
策
定
し
て
い
き
ま

す
。
　
な
お
、
全
体
的
な
改
修
に
は
多
額
の

費
用
と
膨
大
な
時
間
が
掛
か
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
た
め
、
支
障
箇
所
を
暫
定

的
に
改
修
す
る
こ
と
で
、
効
率
的
な
被

害
軽
減
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
ま
ず
は
来
年
度
、
一
部
調

査
の
実
施
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

小
中
学
校
関
係
予
算
の
充
実
に
つ
い
て

意
見　
教
育
水
準
の
維
持
・
向
上
の
た

め
、
学
校
教
育
予
算
の
充
実
等
を
要
望

す
る
。

市
内
道
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

意
見　
道
路
整
備
計
画
に
、
自
動
車
等

の
通
行
量
の
多
い
道
路
、
ス
ピ
ー
ド
の

出
易
い
道
路
等
の
安
全
対
策
強
化
策
を

盛
り
込
む
こ
と
を
要
望
す
る
。

　
特
に
、
県
道
蛭
沼
川
連
線
に
つ
い
て

は
、
拡
幅
と
併
せ
、
歩
道
幅
の
均
一
化

及
び
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置
の
ほ
か
、
当

面
は
歩
道
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
万
全
を

期
す
る
こ
と
を
県
へ
働
き
か
け
る
よ
う
、

併
せ
て
要
望
す
る
。

回
答　
今
年
度
に
策
定
す
る
「
栃
木
市

道
路
整
備
基
本
計
画
」
の
中
で
、
交
通
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今
後
の
地
域
協
議
会
の
予
定

◆
第
３
回
大
平
町
地
域
協
議
会

　
６
月
21
日（
金
）午
後
１
時
30
分
〜

　
新
館　
第
１・第
２
会
議
室

◆
第
４
回
大
平
町
地
域
協
議
会

　
７
月
30
日（
火
）午
後
１
時
30
分
〜

　
別
館　
大
会
議
室

※

会
議
は
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
、ご
希
望
の

　
方
は
、開
始
時
間
ま
で
に
会
場
へ
お
越

　
し
く
だ
さ
い
。

地
域
の
皆
さ
ん
の

　
　
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
大
平
地
域
の
こ
と
に
つ
い
て
、ご
意
見
等

が
あ
り
ま
し
た
ら
、左
記
の
電
話
や

F
A
X
、メ
ー
ル
等
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い（
様

式
不
問
）。

　
ご
意
見
等
の
内
容
に
よ
っ
て
、地
域
協

議
会
で
検
討
い
た
し
ま
す
。

大平町地域協議会だより
　　　　　　　　―第26号―
　　平成 25年 5月20日発行

発行　大平町地域協議会研究会
〒329-4492 栃木市大平町富田558番地
大平総合支所地域まちづくり課
（電話）0282-43-9205
（FAX）0282-43-8818
（E-mail）o-chiiki@city.tochigi.lg.jp

《付帯意見に対する市の回答》
事
故
の
防
止
や
、自
転
車
・
歩
行
者
が
安

全
に
通
行
で
き
る
道
路
整
備
を
推
進
し
て

い
く
と
し
て
お
り
、今
後
は
、基
本
計
画
に

基
づ
き
、関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
整

備
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
な
お
、県
道
蛭
沼
川
連
線
に
つ
い
て
は
、

車
道
部
の
幅
員
が
９
ｍ
、歩
道
部
は
、両
側

そ
れ
ぞ
れ
幅
員
3.5
ｍ
の
歩
道
が
整
備
さ
れ

る
計
画
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
県
道
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置
等
に

つ
い
て
は
、歩
行
者
等
の
安
全
確
保
に
十
分

配
慮
し
て
い
た
だ
く
こ
と
や
、老
朽
化
し
た

既
設
歩
道
の
補
修

な
ど
、維
持
管
理
に

万
全
を
期
す
る
こ

と
を
県
に
要
望
し
て

ま
い
り
ま
す
。

合
併
後
調
整
案
件
の
段
階
的
措
置
等

要
望
に
つい
て

意
見　
旧
市
町
で
実
施
し
て
き
た
事
業

等
の
経
緯
や
意
義
、
地
域
の
独
自
性
を

考
慮
し
、
拙
速
に
方
向
性
を
出
す
こ
と

な
く
、
時
限
的
な
措
置
や
段
階
的
な
措

置
を
取
る
と
と
と
も
に
、
事
業
の
取
捨

選
択
で
は
な
く
新
た
な
事
業
ス
キ
ー
ム

の
構
築
に
よ
る
調
整
を
行
う
こ
と
を
要

望
す
る
。

回
答
　
合
併
後
の
事
務
事
業
の
調
整
に

つ
い
て
は
、
事
業
の
特
性
や
費
用
対
効

果
等
の
観
点
か
ら
、
新
市
全
体
と
し
て

取
り
組
む
べ
き
事
業
を
、
総
合
的
に
判

断
し
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後

は
、
事
務
事
業
の
種
別
に
も
よ
り
ま
す

が
、
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
低
く
す
る
場
合

は
も
と
よ
り
、
低
い
サ
ー
ビ
ス
を
引
き

上
げ
る
場
合
に
お
い
て
も
、
段
階
的
な

一
元
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
も
検
討
す

べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
ご
指
摘
の
と
お
り
、
既
存

の
事
務
事
業
の
枠
組
み
の
中
だ
け
で
の

検
討
に
留
ま
ら
ず
、
新
た
な
住
民
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
新
市
と
し
て
の
新
規
事

業
の
企
画
立
案
に
つ
い
て
も
、
全
庁
的

に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　協議会からの意見に対し、担当課から次の
とおり回答がありました。

地域防災計画（案）について
◎地域協議会
計画内で使われている『男女共同参画』の文言
については、言葉の定義上、使い方のニュアン
スが異なるため、文言を削除していただきたい。
●総務部消防防災課
『男女共同参画の視点』という文言を『男女の
ニーズの違い等男女双方の視点』に修正しま
す。

学校安全ボランティア活動補助金
の見直しについて
◎地域協議会
活動中の事故等への補償については、しっかり
対応していただきたい。
●教育委員会学校教育課
活動を行っていただく方々には、受傷事故等が
発生した場合、本市が加入しております「市民
総合賠償補償保険」により、速やかに対応をし
て参ります。

組織機構の見直しについて
◎地域協議会
組織の見直しにより本庁一元化となる文化協
会等の各種団体の地域支部については、総合
支所及び教育支所で所轄し、その担当部署を
文書にて明示されたい。
●総務部総務課
本庁一元化となった事務に関係する各種団体
等の支部については、地域にお住いの役員さん
等の利便性に配慮し、従前同様地域で対応い
たします。


